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近世初期におけるもっとも古いスペイン
通史について（その ₂ ）
―チュルケ・ド・マイエルヌの『スペイン総史』―

La plus ancienne Histoire Générale de l’Espagne (2)

高　 橋 　　薫
要 旨

　前回の緒論を受け，スペイン半島が如何にスペイン王国とポルトガル王国，
ナバラ王国，カスティリア王国その他の，現代の統一スペイン国家を構成する
各州が，それぞれ独自に小「国家」として形成されるにいたる段階・歴史を，
チュルケやマリアナがどのように書き込んでいったかを扱う。両スペイン史家
の最終目的が，所謂レコンキスタを経て，スペイン王国の誕生を見ることでそ
の膨大な史書を終えていることから判断できるように，その最終地点にいたる
重要なポイントとして，この小「国家」形成過程の分析綜合に，このふたりの
歴史家たちは，ともにそのスペイン通史の中でかなりのページを割いており，
本稿だけで論じ尽くすのは難しい。ために本稿以降に予定している考察でも続
けて論ずる予定である。その端緒として，今回はアラビア半島に誕生したイス
ラム教やイスラム教徒集団が勢力を拡張し，イベリア半島を席捲してゆく初期
段階の記述を追うこととする。

キーワード
西欧初期，スペイン史，チュルケ，マリアナ，心性史

₂－ ₂．本来の「スペイン史」以前（承前）

　ローマ占領下のスペイン史は「第四巻」まで延々と続く。スペインとロ

ーマ皇帝の繫がりが切れるのは，今度はスペインがゴート族の支配下にお

かれるようになってからである。「第五巻」では冒頭にゴート族の起源や進
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出の経緯，宗教，東ローマ帝国との戦争，イタリアへの侵略，ガリア地方

での王国の創設などが紹介されたあと，南下しスペインの支配者として君

臨するゴート族の諸王の年代記が述べられる。「論文」の引用について，現

在の常識としては異例の長文になってしまうが，このチュルケの『通史』

に筆をさいた研究者が未だ（そして本稿以降おそらく誰も）存在しないであろ

うこと，そしてより大きく構えれば，老年にいたるまでフランス16世紀の

文献を読み漁り，その結果を書き続けてきた筆者が，そうした「常識」が

多く，近代思想のイデオロギーに左右されているのではないかと考えるに

いたった旨は別著で簡単に触れた。そうした信念のもとに敢えて長文を晒

させていただいた，ゴート族初代国王ウァリアに捧げられた記事を，以下

に引用させていただく。この道化芝居に違いない，長文の引用に異論がお

ありの方には改めて私見を述べる覚悟は出来ている。

（引用－ ₇）〔I.167-168〕

　わたしたちの主イエス・キリスト紀元418年，ウァリアがゴート族の

王に選出された。ナルボンヌのあとを受けてトゥルーズがゴート族の

首都となった。その治世に，フランク族はファラモンのもと，ガリア

に王国を創設しはじめた。帝国とガリアとスペインの土地の総督であ

るパトリキウスのコンスタンティウスはホノリウス・アウグストゥス

によって帝国帝位予定者の一人に認められた。この地位は当時にあっ

て，わたしたちの時代の，ドイツにおける皇帝の生前，ローマ人の王

の位階がそうであるような，アウグストゥスの至高の権力に登りつめ

るための階段であった。このウァリアはローマ帝国に友情を抱いてい

て愛着を有していた。彼はホノリウスにその妹プラキディアを返した。

彼女はアタウルフェ王の寡婦で，その夫の歿後彼が自分の邸宅に恭し

く迎え，守ってきていたのだった。彼女はその後上記の帝国帝位予定
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者のコンスタンティウスに嫁ぎ，ウァレンティニアヌス ₃世を産んだ。

ウァレンティニアヌスはシャルルマーニュの時世にいたるまでの，こ

の時代における西方帝国の最後の皇帝となった。ウァリアはコンスタ

ンティウスとのあいだに交わされた協定にもとづき，ローマ帝国の利

益と己れの利益のため，スペインからバルバル族，ヴァンダル族，ア

ラン族，スエヴ族の各民族を追い払うべくくわだてた。彼は420年，コ

ンスタンティウスにこの戦争を開始するよう呼ばれてスペインに入り，

ベティック地方とルシタニア地方を我が物にしていたアラン族とヴァ

ンダル族を攻撃し，その国王アトラキウスを殺し，彼らを非常な困窮

に追い詰めたので，残された僅かな者たちは，ガリキア地方で他のヴ

ァンダル族に君臨しているグンデリックのもとに連合すべく赴いた。

エメリタ，すなわちポルトガルのメリダで戦闘がおこなわれ，彼らは

ことごとく敗北した。この勝利をおさめると，彼はアフリカに渡ろう

と望んだが，嵐に遮られ，そのためにガリアに戻り，ゴート族からピ

レネー山脈とガロンヌ河で囲繞された，海まで続く土地を貰い受け，

これが現在のトゥルーズ地方になっている。

　しばらく経って，ガリキア地方のグンデリックに逃亡したアラン族

はこの人物に支配され続けることに我慢できず，頸木を振り払ってル

シタニアやボエティカ，カルタゴ地方に戻ったが，しかしながらどの

ような君主も戴かなかった。その地で彼らはつましい耕地を獲得し，

ローマ人に租税を納めて暮らし，エブロの手前，ピレネー山脈の麓ま

で耕しながら員数を増やし，その地方は彼らのカテローニュという名

前をとってカタラニアと名付けられた。なぜなら彼らは，自分たちと

一緒にスペインに移り住んだゲルマン民族のカテス族とまじりあって

その地に住んだからである。当時ポルトガル王国の一部をふくんでい

たガリキア地方ではヴァンダル族の国王グンデリックとスエヴ国王ヘ
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ルメリックのあいだに争いが起こっていた。争いは激しく，武器に訴

えるほどであった。スエヴ族は隊列を組んだが，ナルバセアという山

岳のはざまで攻囲された。しかしながらヴァンダル族は彼らをその場

に残し，この不毛な地域を見放して，ベティカ地方とカルタゴ地方に

進軍して荒らし回り，そののちマヨルカ島とミノルカ島に渡り，その

地を略奪した。それからスペインに戻って，カルタゴを占領し，破壊

の限りを尽くし，軍勢をベティカ地方に連れ戻し，以後そこは彼らの

名前をとってヴァンダルシアと呼ばれた。彼らはその地でセビリヤの

都市を破壊し，この地方を荒廃させた。グンデリックはセビリヤを略

奪した折りに，略取するように命じた聖ウィンセントゥス寺院の扉の

入口で没した。彼はゴディギスクの嫡男で，その死後ヴァンダル王に

は彼の腹違いの弟ギスリック，またはゲンセリックが選ばれた。

　ウァリアはそののちスペインに進出し，このヴァンダル族の残虐な

行為や掠奪を鎮圧したが，その地方には同様に皇帝からカスティヌス

と名乗る士官が派遣されており，この士官はアフリカ総督ボニファキ

ウスと連絡を取り合い，一致してバルバル族に戦争を仕掛けることに

なっていた。しかしこのカスティヌスという人物は，己れのうちに虚

栄心と強い思い上がりしか持たず，勇猛で賢明な貴族であったボニフ

ァキウスを軽んじた。ボニファキウスには同じように，あるいは嫉妬

や競争心からか，あるいはその他の敵意を切っ掛けにしてか，ガリア

総督アエティウスが徒党を組んだ。ウァリアがゴート族の総督と似た

ような具合にはからいヴァンダル族を襲撃しようとするまさにその瞬

間，アフリカの自分の管轄区に引き籠っていたボニファキウスが苛立

って，ゲンセリックに使者を送って，皇帝の意に反して，軍勢すべて

とともに，アフリカの地に居を構える手段を与えると約束しながら，

海峡を渡るように促した。これはウァリアにとって非常に好都合だっ
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た。なぜならローマ人に臣従しているスペインの諸民族とゴート族と

が彼に対して交えた戦闘において，出発にさいして即座に ₂万人の敵

を殺させたからだ。ヴァンダル族がその家族みなとともに，アフリカ

に渡ってしまうと，スペインに反旗を翻すスエヴ族の軍隊とその国王

ヘルメリックをのぞいて，いかなる異国人の軍勢ももはや残っていな

かった。ヘルメリックはずっと以前から病に伏していて，長い間苦し

んだのち，このころ逝去した。しかしながらヴァンダル族に対してウ

ァリアは激高し，彼らを追撃すべく準備を重ねていたが，死を予告さ

れた。彼は22年間君臨した。

　「第五巻」はこのように初代ゴート族の国王からはじまり，第30代にして

最後のゴート族の国王ロデリックの死で幕を降ろす。その間には数回にわ

たるトレド公会議の模様が描かれたり，最終章にはスペインの歴代司教の

一覧が紹介されたりもする。ではゴート族の国王の血筋が絶えたあと，ス

ペイン史はどのように変貌したのか。

₂－ ₃．マホメット教の誕生と展開

　ゴート族の王が絶えたあと，「第六巻」はまず世界的な新興勢力マホメッ

ト教団の誕生と世界進出についてページをさく。長い引用が続くことを，

繰り返し申し開きすることになるが，ローマ人による支配からゴート族の

国王による支配のもとにあった古代スペインと，群雄割拠する中世スペイ

ンを繋ぐ重要な段落であり，かつその重要性に反比例して簡略な段落で済

ませているので，マホメット教徒の勃興を扱った「第六巻」の冒頭の文章

の，梗概ではなく全文を訳出することをお許し願いたい。いうまでもなく

チュルケの時代にいたるまで，キリスト教を国是とする西欧諸国とイスラ

ム圏諸国のあいだにはイスラム教の誕生以来の深く古い確執が存在し，そ
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の具体的な歴史的作業が十字軍であったことはいうまでもないが，感情的・

教義的にではなく学問的にイスラム諸国の実態を検証しようとする試みが

発生するまでにはかなりの時間がかかった。事実上の政治史・通商史を辿

ればイスラム圏との友好的関係を結ぶことが教皇庁により禁じられていた

にもかかわらず，各国はその場その場の時局に応じて，個別的にイスラム

圏諸国と関係を維持していたらしいが，これは各国のお国事情というもの

であって，そうした場当たり的な友好関係ではなく，本格的にイスラム圏

の研究をすべきであるという風潮が出現するのには，フランスでいうと16

世紀のギヨーム・ポステルまで俟たなければならなかった。事実，教皇庁

の禁令が空文にすぎないのは，トルコ海軍による地中海進出によって，キ

リスト教圏の海軍が役を果たさず，彼らにとって要地であった地中海島嶼

が次々と掠奪され，支配下に置かれた16世紀半ばの欧州情勢を見ればすぐ

と分かるであろう。ポステルのイスラム研究がそうした軍事情勢にどれほ

ど左右されたかは識者の判断を俟ちたいが，耳学問によると，想像とか感

情論によらず実際に脚でイスラム教諸国を見聞したポステルがはじめて，

イスラム圏が地理的・空間的にキリスト教圏を凌ぎ，イスラム教を単なる

外教徒としてこれを無視することは出来ないと主張したらしい。恥を晒す

ことになるが筆者には難解なポステルの文献（難解でなくともラテン語には疎

いのだが）の断片たりとも窺い知ることは不可能であることを白状しなけれ

ばならないが，しかしその影響はたとえば，アグリッパ・ドービニェの同

時代史である『世界史』にも，わずかながらであるにせよ，イスラム圏の

動向が描かれている事態が教唆してくれるだろう。遡れば16世紀の後半に

もイスラム圏の王宮事情から着想をえた人文主義悲劇が存在している。出

典はイタリアだが，十字軍遠征中のキリスト教戦士と女イスラム教戦士の

恋情と信仰の相克のうえに描かれた悲劇『クロリンダ』もその異国趣味の

広まりを知らしめるところであろう。つぎにあげる『スペイン総史』から
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の長文の引用（あらかじめお赦しを願わなければならないが，フォリオ判原著全

12ページの全訳！　である）にもそうした背景が存在していたことに間違い

はないだろう。これはマホメット教支配下の時代から，所謂レコンキスタ

を経てスペイン国内での各地方王族（豪族？）による覇権争いへと，大部の

『スペイン総史』を繫ぐ，二千有余に及ぶ全体のページ数から見るとごくわ

ずかな断片であるが，この極東の地ではなかなかにモハメッド（ムハンマ

ド）の生涯もその後のイスラム世界の興亡も，アフリカ（もちろん当時の世

界観における文明化されたアフリカ）におけるイスラム教の勃興も，サラセン

人によるスペイン支配の実態も，現在のイスラム観からするとチュルケの

筆でも，あまりにお粗末には違いないが，しかしそれでもなお，この極東

の地には語られ，伝えられることが少ない事情をわずかなりとも教唆する，

またレコンキスタ以後のスペインを予見させる重要な段落なので，あえて

ページ数を戴いて，この段落の全訳を試みてみる。

（引用－ ₈）〔I.202－212〕

　スペインを占領していたマホメット教徒のアラビア人はまたムーア

人と呼ばれていた。なぜなら彼らはアフリカの一地方であるモーリタ

ニアを横断してきたからである。この地方はスペインと対峙する地点

にあって，モーリタニアはティンギタナからただ狭い海峡によって分

けられている。ティンギタナはタリファを通行するさい，ゴート族の

主権下にあり，ユリアヌス伯爵の友人であり盟友であったレシラによ

って統治されていた。ところで，世界の開闢以来存在した殆どあらゆ

る君主国を僅かな期間のうちに凌駕した権力をかかえた，この民族の

なにごとかについて語ることは適切であろう。

　アラビアはたいそう広大な地帯でいくつかの地域に分かれる。古代

人たちはこれを三つに分割した。すなわち，幸多きアラビア，砂
ペトレ

漠の
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アラビア，荒
あれ

野
の

のアラビアである。幸多きアラビアは，不毛な他の二

つと比べてこのように呼ばれているが，古代人には殆ど知られておら

ず，ローマの軍隊によってまったく，あるいは殆ど手を加えられてい

なかった。砂漠のアラビアはその名前をこの地方の首都ペトラに負っ

ていた。この町は，ときとして友好的となったり同盟したりするが，

もっとも多くの場合，往々にしてペルシアやエジプト（後者の国にぺト

ラは隣接している）の古代国王に，そののちはローマ人たちに貢物を収

めていた諸隣国の，敵対者である歴代の国王を有していた。荒野のア

ラビアはほとんどまったくどのような確たる政体も有さず，はなはだ

わずかな都市しかなく，そうした都市の君主はあらゆる安寧の敵で，

戦争のみを捜し求め，自分たちを贔屓にしようと欲する国王や皇帝た

ちの傭兵であり，人間性のかけらもなく，信仰も持たず，いかなる宗

教にも帰依しない盗賊の一団の指導者だった。これらの地方はことご

とく，おおよそユーフラテス河からナイル河まで，東方から西方へと

広がっている。この地方は非常に長く伸びているので北方ではシリア

と，南方では大西洋と接している。ローマの皇帝たちがパルティアや

ペルシアの国王たちと打ち続く戦争にあったとき，双方がこの民族を

利用した。この民族はどのような地方にせよ，より多くの損害を与え，

また急遽進路を確保し，斥候の任務を果たし，急襲する迅速さが要求

されるそのほかのあらゆる戦争行為を遂行するのに適するよう，そし

て戦闘をおこなうよりも駆け回り，馬糧を徴発することがむしろ問わ

れる場合，頻繁に騎乗して進軍していた。この民族はイスマエルの子

孫であり，イスマエルについてはその手はみなに反抗するであろうし，

あらゆる者の手は彼に反抗するであろう，といわれている。

　この民族の中から西暦580年に（ある者は591年だとし，おそらくより確

かなのは別の者がいう593年である），キリスト教世界を攪乱させ，キリス
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ト教徒と自称している者の忘恩を懲罰するため，コンスタンティノポ

リスに皇帝マウリキウスが君臨しているとき，マホメットが誕生した。

生誕地はメッカの近くの小さな町でイトラリップと呼ばれていた。ア

ブドラという名前の彼の父親は異教徒で偶像崇拝者であり，ユダヤ人

のその母親エミナはみすぼらしいあばずれ女で，物乞いをし，アブド

ラに愛情をもって迎えられたが，これは彼女が彼には美人に見えたか

らである。わずか ₂歳のとき，マホメットは孤児になった。したがっ

て叔父のひとり，サルタレビという名前の男に引き取られ，16歳にな

るまで，その男の妻のハリマの世話でその家で養育された。その歳で

離れたところで遭遇したアラビア人の盗賊の一団によって誘拐され，

イスマエルの末裔だと自称する豊かな商人に売りとばされた。この商

人はアブディモネプリという名前で，数年間商品の売買をするために

マホメットを仕えさせていた。この期間，マホメットはさまざまな地

方を見学する機会をえて，いくつもの宗教，なかんずくユダヤ教と異

教とに接触し，それらに加えてすでにしてかなり腐敗しているキリス

ト教にも出逢い，セルギウスというアリウス派の修道士と交わるうち

に，それがすっかり汚染されていると思えた。セルギウスはマホメッ

トの主人のアプディモネプリの館を足繁く尋ねていた。この修道士と

その他の者たちと一緒になって，彼は同じような不信心によって有名

になろうとくわだて，自分たちの工夫を交えた，ユダヤ教とアリウス

派とから引き出した教理を作り上げた。こうした工夫をマホメットは

そののち，一部は説得によって，一部は金銭をもって，一部は実力行

使して導入した。彼の主人の遺産で豊かになり，その死後アデギアと

名乗る寡婦と結婚していたのである。このような具合にして523年，ア

ラビア人によって自分たちの士官にして預言者として認められた。そ

のころコンスタンティノポリスの皇帝軍による攻囲にはヘラクリウス
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がいた。その少し前にシリアやエギプトで騒乱が起こり，その騒乱の

あいだにマホメットは陰謀をめぐらし，煽動者たちの中で自らを知ら

しめ，名を高からしめた。しかし，現在ではまたサラセン人と呼んで

いる，アラビア人のいくつかの傭兵部隊によって，皇帝ヘラクリウス

の命令で，派手に打破され罵倒の言葉とともに送り返されると，マホ

メットは彼らを仲間に加え，兵力と資金でわずかな合間にアラビアの

大部分を，とりわけメッカの町と生誕の地であるイトラップを占領し

た。イトラップはそののちメディナ・アル =ナビ，すなわち預言者の

町と呼ばれた。617年に占拠されたあと，もしくは622年に再占拠され

たのちから，アラビア人やその同伴者は自分たちの年代を数えている。

これはちょうどわたしたちがわたしたちの主イエス・キリストのご生

誕からわたしたちの年代を数えているのと同じである。他のひとびと

はメディナもしくはアルメディナはまた，非常に金持ちのユダヤ人が

住んでいる豊かでものに溢れている，それとは別の都市であったと述

べている。マホメットはあらゆる党派にもましてこの都市を恐れ，そ

の町の略奪を兵士たちに許したが，それは他のどの党派にもましてこ

の都市が自分の教理に反していると思われたからである。そしてこの

ころ，ペルシア人がローマ軍を通じて行路を受け入れたのを契機にマ

ホメットはシリアを侵略し，ダマス周囲の地方を占領して，その地で

その領域をできるかぎり大きくするように努めた。彼は，初めてメッ

カが攻囲を受けているとき，そこで休憩をとっている間に，その地の

征服をするよう，人生の最後の日々に，代官を専心させた。

　マホメットは晩年に， ₄振の神の研ぎ澄まされた刃と呼び，俗に提

督たちと名付けられていた， ₄人の士官を設置した。それらは，ある

者によればウベカールと呼ばれ，別の者はブバクスと，あるいはエウ

ボカラと呼ばれた，エブベザール，次いでホマール，オジネン，アリ
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であった。最後の者はマホメットの叔父サリュアルビの息子であった。

エブベザールはマホメットの義父であった。というのもマホメットは

複数の妻をもっていたからで，エブベザールの娘はアクサ，またはア

イサという名であった。ところでこの怪物は凡そ10年間君臨したのち，

メディナ・アル =ナビの，このエブベザールの館で毒殺されたらしい。

なぜなら彼はなかんずく自分が死後 ₃日のちに蘇るであろうと公表し

ていたのだが，その弟子の一人が待ち切れず，マホメットの教理を実

際に確かめようと好奇心を発揮して，ひそかに彼を毒殺したというの

だ。そしてある者がいうにはその男は死骸を12日間保管し，最後にモ

ハメットが本当に死んでおり，死骸がすでに腐敗して死臭を放ってい

て傍にいることが出来ないほどになっていたので，その弟子はその死

体の忌むべき腐臭のせいで遠ざからざるをえなくなり，しばらくして

戻ってみると犬どもがすっかり引き裂いているのを発見した。そのた

め弟子は骨を拾い集め，それから鉄の筐に収めたが，時の経過ととも

に筐用に礼拝堂が建立され，その丸天井が磁石で出来ていたため，そ

の筐が丸天井の下に置かれると，丸天井が造られている磁石の効能が

その筐を宙に浮かせた。これは無学な者には奇蹟と映じた。しかし

今
き ょ う び

日日この地方を旅行した人々は，現在ではそのようなものは何も見

られないといっている。マホメットにはシャキンという名の息子がひ

とりいたが，マホメットに先んじて歿し，数人の娘の中ではファティ

マが，アベンアラビキ王家の祖先としてアラビア人のあいだでは有名

で，もっとも信用できるひとびとによればアリの妻だった。マホメッ

トのもう一人の娘，ゼイネブもまたオズマンの，別の人間によればム

ハウジャスの妻となったというが，引き続いて二人の妻であったのか

も知れない。彼女はアベン =フメヤというもう一つの王家の祖先であ

る夫のムハウジャスのために，この民族から寿がれている。この贋の
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預言者の娘たち，もしくは近縁の女としてイミクルティンやナフィッ

サの名が言及されることもある。最後の女についてはわたしたちの父

親の時代にトルコ皇帝セリム・サルタンの手で，カイロに墳墓が発見

された。その墳墓のなかには，施物としてそこに収められ施された，

ほかの富を数えなくとも，金貨で50万ドカート以上もの値打がある財

宝があった。

　ところでマホメッドは上述した提督の一人であり，その実の従弟に

して婿であるアリが自分の打ち立てた王国を継承するように命じた。

しかし富裕で権力を有し，味方にオズマンとホマールをつけた彼の義

父，エブベゼルがこの命令を破毀した。それというのもマホメットが

死に瀕して獲得していたものの大部分は信用貸しと富によるもので，

マホメットは彼の館で歿したのだから，自分がマホメットの後継者に

なるのが道理であると述べたからである。オズマンとホマールはこの

件でいささかも困惑しなかった。なぜなら彼らもまた統治することを

欲していたので，王冠がエブベゼル掌中に落ちた方が好都合だったか

らである。彼らはエブベゼルが老齢であり，間もなく死ぬのを看取る

であろうと確信していたが，若く壮年であるアリはそうではないと思

ったからだ。エブベゼルがしたがって統治することになり，アラビア

人，別様にいえばサラセン人の大祭司となった。ちょうど，この民族

から雇った兵士たちを喜んで仕えさせていた東方キリスト教皇帝の時

世，人々が一般に，彼らをサラセン人と呼んでいたようにである。こ

の名前はプトレマイオスが砂漠のアラビアと記したサラセナ地域に由

来する。その地でサラセン人は幸多きアラビア地域にあるスセニテス

人と隣り合って住んでいた。幸多きアラビアには，同じくプトレマイ

オスによると，またサラカの都市があるが，それらの他の人々には甚

だ縁のない都市であった。ことが左様であるのでこの都市の名前は，
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自分たちがアガルの息子，イスマエルの子孫であると自称しているに

もかかわらず，アブラハムの妻サラに由来しているように思われる。

しかしながら彼らは自分たちが端女の名で命名されるのを喜んではい

ない。エブベゼルは ₃ 年間統治し，毒殺の風聞がある中で，歿した。

これらの王侯たちはそれ以降，カリフと自称したが，それは統治者で

あり，役人であり，まさしく相続人にして後継者である至高の君主と

いう意味である。

　エブベザール歿後，アラビア人の王杖はホマールが握った。かれは

ある人によればハウマール，ある時はフマール，ヘメールであり，他

の者によるとホメールである。彼にはアラビアとダマスとエルサレム

の首都ボズラの町，最終的にはフェニキア，シリア，メソポタミア，

エジプト全土の奪取が帰せられている。ペルシア王オリスマダ，また

はホルシマダを戦闘で破ったのち，この広大で強力な王国を簒奪した。

そのさいペルシア王の救援には，最初にカスピ海の門戸にして海峡の

トルコ人が出撃したが，無駄であった。したがってその時，ペルシア

人という名前がことごとく抹消されて，みなサラセン人となった。ホ

マールはキリスト教徒ではないかという嫌疑をかけられた。それとい

うのも彼の父親のカターがキリスト教徒と親しく，慈善を施しており，

ホマールがキリスト教徒をエルサレムに誘って，そのためにこの地に

現在もまだ残っている神殿や，その他の迷信の餌を建立させたからで

ある。ホマールが家臣に対してもこのように見られていたので，神に

祈りを捧げているときに，アミギラという名前のペルシア人の従者に

よって殺されてしまった。この君主は大胆にして戦争を好み，非常な

大事を遂行し，10年間君臨した。彼の死は西暦641年，アラビアが支配

して24年目のことだった。

　オズマン，もしくはホトマン，アズマン，そしてアウルマール（こ
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のさまざまな名前は著述家たちのあいだに認められる）はマホメットの婿で

あり（なぜならこの男はマホメットの二人の娘の夫であり，そのうちの一人が

おそらくゼイネブであった），アラビア人の第四代目の大司祭，もしくは

カリフであった。この民族はすでに，彼らの虚しく根拠のない宗教的

おこないをめぐって，この宗教のうちに存する少なからぬ不条理と矛

盾ゆえに，大きな論争が巻き起こっており，それについては驚く必要

はない。なぜならマホメットは教養を知らない人物であり，しっかり

した規則にのっとって文字を起草することも，きちんとした順序で自

分の思い付きをまとめることも出来なかったからである。そうではな

くて思い付きが脳髄に浮かぶと，それによって覚書や当座帳を作るだ

けで，自身は大方の場合，けっしてそれを読み返そうとはしなかった。

しばしば自分がすでに述べたことや説教したこと，もしくはそのほか

の公けにしたことを忘れてしまって，さまざまな，矛盾した，まった

く不条理なことを命令していたが，それはこうしたことに耳を貸して

いた者たちがみな，武器を専らとし，貧しく，困窮し，無知にして粗

野，その精神は行動と表層的な冗句についてしか通暁していないので，

それ以上のことは望んでいなかったからである。もしいっそう注意深

い者がいたとしても，軍事力と危険がその口を封じていた。しかし数

年後，そうしたことについて考え，マホメットの教理について語られ

ていること，教えられていることについて考え，不純物を取り除く閑

暇やわずかなりともより多くの時間が与えられるようになると，少な

からぬ論争が巻き起こるようになった。これを改善するために，オズ

マンは自分たちの預言者の書類を蒐集させると，マホメットの妻のア

イサの館に大きな，いっぱいに詰まった金庫が発見された。そうした

書類の助けを借り，その導くままにオズマンはそのアルコーラン，も

しくはアルフルカンを編纂させ，その解読に躍起となっているひとび
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とに対しては余りに自由奔放にふるまったのである。しかしある者は

こうした仕事はその前任者であるホマールによって始められ，オズマ

ンにこれを，各章ごとに，より巧みな順序になるように見直させ起草

させたと考えている。彼の指示のもと，その代官の一人をヘクバ・ア

フリカが襲撃した。この者はカルタゴを破滅させ，そのためチュニス

の町がそのころ，人々が足繁く訪れ，民衆で溢れかえっているように

なり，そののち間もなく，チュニスから100マイルの地点にあるもっと

内陸の，いささか海辺から遠方にカイロアンの都市が建設されるよう

になったのであり，この都市はその後，アラビア人の王立本部となっ

た。エジプトを統治していたムハヴィウスもまた，キプロス島に無数

の船体からなる軍団を導き，この島を荒廃させた。このムハヴィウス

は，かつてのメンフィスの廃墟に近いカイロの建設者であった。カイ

ロは小さな村落からわたしたちの父親の時代に見られるような巨大で

豪壮な都市になったのである。この人物の叡智と行動力によりアラビ

ア人の国家は大いに強大になった。彼はリキアの海岸でローマ軍を攻

撃し，敗走させたため，当時君臨していた皇帝コンスタンスは変装し

た身なりでそれの後を追って逃亡せざるをえなかったほどであった。

この勝利にムハヴィウスは気を良くして，ロドス島を攻囲し占領し，

高さ70クーデ，一説では80クーデもある，その島にあった，かの太陽

の大石柱を粉々にし，その金属をユダヤ人商人に売ってしまった。こ

の商人はそれを900頭の駱駝に積ませた。そしてムハヴィウスはおまけ

にこの島から無数のその他の美しくも高価な品物を持ち去った。なぜ

ならこの島は，プリニウスが報告するところでは，こうしたものを大

いに備えており，また彼は，中くらいの大きさの ₇万3000の肖像や彫

像と，100もの石柱がこの島で数えられたと証言しているのである。

　この武勲のあとムハヴィウスはその海軍をシケリア島に派遣したが，
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この島からはイタリアのオリュンピウス・エクスタルクスによって排

斥された。ムハヴィウスはシリアに戻り，その地でカッパドキアを襲

撃すべく，大陸上部隊を準備し目的地に進撃した。こうした見事な仕

事によって，ムハヴィウスはアラビア人のあいだで高い評判の的とな

り，したがって至高の権力を獲得する以外には何も考えず，この至高

の権力にはカリフのオズマンの突然死がムハヴィウスを招いているよ

うに思われた。そのため彼は自分の軍隊を引きつれた。オズマンはそ

の治世と大司祭職の12年目，わたしたちの暦法では653年，アラビア暦

では36年に，義兄弟のアリの陰謀で，その宮殿においてサラセン人に

襲撃されて歿した。サラセン人たちは彼が生きたまま自分たちの手に

落ちないよう，自身で自害するよう強いた。別の者は彼を殺害したの

はマホメットの寡婦アイサに唆されたアリ自身だと書き留めている。

　新しいカリフの選出にあたって，この位階を要求する者がアリとム

ハヴィウスと亡きオズマンの息子マホメッドであったため，アラビア

人のあいだの意見の不一致は大きかった。アリはマホメッドに対抗す

るにあたって軍事力をもって世論を獲得したが，彼はムハヴィウスに

対抗して論議を尽くさなければならなかった。ムハヴィウスはエジプ

ト人とシリア人からなる古参兵の強力な軍隊に付き従われており，そ

れとともに経験豊富な士官が11か月のあいだ数知れない役割をもたら

した。そのため彼らの分裂は，人々のなかの二人のきわめて評判の高

い老議員，アラスカとアラスキの判断と裁定に託されるというのが一

致した見解となった。この二人の老人はしかしながら決して一つの意

見にまとまることが出来なかった。そのためそれぞれの当事者は軍事

の勢力に立ち戻ってなおしばらく戦い，それはムハヴィウスの待ち伏

せのせいでアリが，アラビアのコファの町の傍で殺され，その地に埋

葬されるまで続いた。そのためこの地は現在でもまだ，マサド・アリ，
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すなわちアリの館と呼ばれている。クファとアラタの住民は彼の代わ

りにカリフとして，アリとモハメッドの長姉ファマの長男，アルハケ

ムを選出した。この人物は姿かたち，身なり振る舞いの点で母方の祖

先を彷彿とさせた。擁立されるや否や，彼は軍勢を率いてムハヴィウ

スのもとに向かった。しかし両者が接近し，血腥い戦闘しか待ち構え

ていないようになると，突然アルハケムは，あるいは恐怖ゆえにか，

あるいは生来の優しさゆえの憐みゆえでか，心を動かされ，ムハヴィ

ウスの足元に身を投げ出し，彼を上位者と認めた。このようにして同

意が成立し，彼らはクサの町に入城し，巨額な金銀を脅し取った。そ

の地からイエトリブに赴くと，ムハヴィウスは自らの手で王冠をアル

ハケムの頭に載せ，彼が統治するように望んだ。なぜならムハヴィウ

スはアルハケムの生涯が長くないと確信していたからであり，事実，

₆か月後に彼は歿した。このようにしてムハヴィウスはこれらの競争

相手から解放され，一人で君臨した。彼は，あるひとびとによれば，

同じくマホメットの婿で，マホメットの娘ゼイネブと結婚し，信用で

きるところでは，再婚であって，その結婚がアベン =フマイアの王家

の起源となった。アラビア人の大司祭とカリフの座をダマスに移転し

たのはムハヴィウスである。彼ははじめて，コンスタンスが皇帝の座

にいるとき，上首尾のうちにローマ帝国を襲撃した。コンスタンスか

ら彼は貢租を要求し，アフリカを駆け巡って，その地からサラセン人

は ₈万人以上もの人間を奴隷として連れ帰った。「ポゴナット」もしく

は「髭面の」と渾名されたコンスタンティヌスの治世には，彼は海辺

のキジクスの町を占拠し，そのあとその町から無数の船団からなる軍

をもって帝国のさまざまな地域や，コンスタンティノポリスの都市さ

えも攻撃したが，アラビアの国にとっては必ずしも芳しい結果とはな

らなかった。なぜなら海上でも陸地でも大きな損失を受けたあと，ム
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ハヴィウスはローマ人に年貢を納める羽目になり，ローマ人に毎年黄

金3000リーヴル，80人の奴隷，同じ数の馬を支払い，そして先取り分

として皇帝の意のままに50人のキリスト教徒の囚人を解放することを

約定させられたからである。こうした取り決めによってローマ人とア

ラビア人のあいだに30年間の和議，もしくは休戦が同意された。この

間にムハヴィウスは自分の党派の僭主を攻撃し，ペルシアを改革し，

指揮下におき，彼らに対しムラトをその総督として任命した。

　ところでマホメットの宗派は東方に大いに広まっていたが，しかし

きわめて首尾一貫せず，異端〔マホメットの教義からの；筆者注〕も混じ

っていた。それゆえにムハヴィウスはダマスにアルファカンたちによ

るマホメットの律法をめぐる教会会議を招集し，その場で預言者マホ

メットの著述も，同じくカリフたちの著述も，そしてマホメットの後

継者やその他の預言者たちの，復元しうる限りでの書き物を運んで来

るように命じた。しかし起こったのは論争と諍いだけで，いかなる結

論にも達しなかった。そのため選ばれたのがもっとも学識溢れた ₅名

の人物，すなわちボアール，ブオーラ，アノエキ，アテルミンダとダ

ヴィドであり，彼らに運んで来られたすべての巻物（それらは，伝えら

れるところでは，200頭の駱駝いっぱいに積み込まれていた）を蒐集するよう

に命じられた。これにより彼らには，自分たちが真理と考えている，

例の預言者の意図にもっとも近づいていると思われたのである。これ

らの ₅人は ₁軒の家に閉じこめられ，よくよくページを捲り，それら

の巻物を照合してから，マホメットの教理を ₆巻の本に起草した。彼

らはそれらの書物は国王，もしくはカリフ・ムハヴィウスに献上し，

ムハヴィウスはそれを刊行し，さかしまを論ずる者は死刑に処すると

いう条件で，自分の権威のもとに受け入れさせた。残りの文書は散り

散りにされて河に投げ込まれた。これらの ₆巻の本からその後，彼ら
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のあいだに四つの党派が出現した。すなわちメリカ派，アサシア派，

アランベラ派，ブアニフィア派である。これらの党派は現在でもまだ

カイロの大都市で存続している。こうしたことのあとで，ムハヴィウ

スはダマスで歿した。すぐれた君主にして，本当に好戦的，精彩があ

り素早い精神の持ち主で，自然において欠けているところを叡智で補

った。なぜなら彼はまったく読み書きが出来なかった。その党派が非

常に遺憾とした点だが，もしムハヴィウスが文字を知っていたら，大

いに自分たちを隆盛に導いていただろうと考えたのである。ムハヴィ

ウスは77歳にして歿したが，西暦678年，アラビア暦61年のことであ

り，24年，もしくは25年間統治した。

　ムハヴィウスの息子ヒジト，もしくはギジト，あるいはジェジトは

父を受けてカリフに選出されたが，すっかり父の美点を駄目にしてし

まった。なぜなら父が俊敏で大胆にして勇猛であったのと同じくらい，

息子は臆病で悦楽を好み，卑劣だったからである。そのせいで父がペ

ルシアの総督として任命していたムラトが，預言者の振りをして国王

とカリフになった。そしてムラトの血統に，わたしたちの時代に君臨

しているソフィたちが続いている。アラビアのクサの民衆たちは，ヒ

ジトの無能を見て，彼に対抗するカリフにアリの息子ホケムを選出し

た。しかしホケムは12人の男の子供を遺したまま，ジェジト，もしく

はヒジトの息子アブドラに殺された。12人の息子とはザマル =アバデ

ィン，ザマル =ムアメド，バグエル =ムアメド，ギアファル =カデネ

グ，ギアファル =ムサ，カジン =ムサ，アリ，ムケラティ，アレ =ム

アメル，タグイン =ムアメト，ハルマグイン =アレ，ハケム =アフク

エリン，ハケム =ムアメド =マハディンである〔筆者註：ママ：都合13名

であるが原文に忠実である〕。この息子たちはさまざまな地に埋葬されて

いる。ペルシア人はハケム =ムアメド =マハディンだけが，その兄弟
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の中でただひとり死んでおらず，いつの日か，勇猛な馬に騎乗してや

って来て，マサド =アリの町から始めて，ひとびとをみな改宗させ，

みなに律法を宣布すると信じている。この町には彼の祖先が埋葬され

ており，その地ではまだ今
こん

日
にち

でも準備万端整った一頭の馬を飼育し，

自分たちが世話をする番になると，盛大に松明と燈明を点し，この馬

を自分たちのモスクに連れて行っている。これはアラビア人の妄想で

ある。

　ところでホケムが殺され，ヒジトがその治世 ₃年目で歿すると，ア

ブダラが君臨することになった。しかし彼は暴君であったので，ひと

びとはカリフの位階にマルヴァンをのぼらせた。これら両陣営のあい

だに論争や戦争がおよそ ₂年間続いた。 ₂年経つとアラビア人たちは

幸多きアラビアの都市，クサで身分会の形式を踏んだ会議を開くにい

たった。そしてアブダラが廃嫡され，その代わりにアブディメレクが

選出された。この者は非常に若かったが，アリの血族の子孫であった

ため，アラビア人たちにたいそう愛されて，大いに尊敬された。なぜ

ならアブダラが，王国の簒奪者のエブベゼルの末裔であったのに対し

て，アリは，わたしたちが述べたように，預言者マホメットによって

王国の相続人にして後継者として育てられたからである。アブディメ

レクに抗してダダクという名の，もうひとりのアラビア人貴族が徒党

を組んだ。この男はアブディメラクにより敗北を喫した。しかしアブ

ダラはダマスの都市を再奪取し，兵をもって，現在わたしたちがディ

アベクと呼んでいるメソポタミアで擁立された，もう一人のカリフを

追い詰めた。アブダラに対抗すべくアブディメレクは自分の血縁のキ

アファスと名乗る将軍を急遽派遣した。キアファスはユーフラテス河

でアブダラと会戦し，勝利を収めてメソポタミアのダマスに戻り，ア

ブダラを打ち破り，ひどい出血をおいながらも，勝利を収めた。敗北
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したアブダラはダマスの地に逃げ延びたと思ったが，その暴政ゆえに

住民から排斥された。そのため当時はまだほとんど大都市でなかった

カイロに逃亡した。しかしカイロも同じようにアブダラの入城を拒絶

した。そのため，狩立てられたアブダラは，誰からも見放され，ギリ

シアに渡ろうと考えていたのだが，嵐が彼を投げ込んだ，とある小さ

な島で殺された。彼をもって，マラヴィアとエブベゼルの子孫，アラ

ビア人によりマラヴィニカと呼ばれているダマスの家系は終わりを遂

げた。キアファスは勝利を重ねながらダマスに入城し，その地でマラ

ヴィニカに対してこれ以上ないほどのあらゆる残虐な振る舞いをし，

墳墓からカリフ・ヒジトの骨を引きずり出させることまでして，これ

を公けの場で焼却させ，灰を川に投げ捨てさせた。しかしながらアベ

ドラムンという名のムハヴィウスの末裔の一人が逃亡し，ティンギタ

ナのモーリタニア地方にあるリビアの辺境まで入り込み，そこでその

のちアラビア人たちの権力を高めた。なぜならこの民族によって，ナ

イル河から大西洋にいたるまで（もしまだローマ帝国に従属している，何

らかの軍港でなければ），アフリカの全長にわたって疾駆制圧され，征服

されたからだ。その地でこの王侯はダマスのカリフの血族であるとサ

ラセン人によって認められ，彼らから快く受け入れられ，はなはだ高

く評価された。そのため勇気を得て，その地に国家を建設し，モロッ

コの町を創設した。この町はそののち大王国の首都となっている。ア

ベドラムンはミラルムミン，すなわち信仰者たちの君主と最初に呼ば

れた。アブディメレクもキアファスも，遠方の地のことだったので，

彼をいささかも追撃しなかった。そのために彼はこの辺境の地域で，

己れの目論見も，より強大になろうとして戦うべく口出しをすること

もなかった。それに加えて，疫病や飢饉，その他の少なからぬ創造，

そして何にもましてローマ人たちの思惑がアブディメレクにかなりの
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煩わしさをもたらした。こうした不都合さの所為で彼はコンスタンテ

ィノポリスの皇帝たちと交わした和議を更新せざるをえなくなり，以

後，アラビア人国家を当時君臨していたユスティニアヌス帝に従属さ

せ，毎日10リーヴルの黄金と，一人の奴隷と一頭の馬を渡す約定を結

ぶ羽目になった。かくも高くついた和議を切っ掛けにして，兵力をペ

ルシアに向けた。かの地では，とあるアブダラ =ズビトという男が，

わたしたちがはっきりと述べたように，ガリフェ=ヒジルからこの地

を簒奪していたムラトを打ち負かし殺害したあとでそこを占拠したた

め，国政がそののちたいそう混乱していたのである。このアブダラに

対抗してアブディメラクは自分の全兵力を決起させ，彼をペルシアか

ら追放してこの地域を取り戻した。そしてその後，カギアンという名

の士官の一人にアブダラの跡を追跡させた。アブダラはメッカに引き

籠ったが，攻囲され，その都市が占拠されるとアブダラはカギアンの

手で殺された。その折り，カギアンはその地で古代からの偶像と偶像

に捧げられた寺院を焼き尽くした。

　これらの事態が起こったあとで，カリフ・アブディメレクはそれ以

降ユスティニアヌス帝の裏切りのために，キリスト教徒を相手とする

戦争に巻き込まれ，ユスティニアヌス帝はその代価を支払うこととな

った。なぜなら大多数のギリシア人を失って敗北を喫し，ユスティニ

アヌス帝は逃亡して危難を逃れることを余儀なくされ，そののち全キ

リスト教東方帝国に大混乱を巻き起こしながら，レオンティウスによ

って皇帝の座を追われてしまったからである。その大混乱を契機にこ

のカリフは，ローマ人たちがアジアで彼から奪ったものすべてを取り

戻す方途のみならず，全アフリカ沿岸地帯のローマ人の政府と軍隊を

追い払う方途を獲得した。そのためこれ以降，ローマ人の名を冠した

新しい港湾地帯はその地になくなってしまったほどなのである。しか
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しながら彼は，ローマ軍の士官ヘラクリウスの迅速さや立派な行動に

よって，キリキアを攻撃した自分の代官たちの軍事にさいして敗北を

味わった。およそそのころアブディメレクは，21年のあいだ大司祭の

座を勤め，アラビア人の王国を治めたあと，歿した。けれども彼が戦

争に従事せざるをえなかったあいだ，わたしたちがモロッコを創設し

たと述べたとおり，アベドラモンの聖性と義性の名声はこれら西方ア

ラビア人によってカリフとして，そしてカリフ以上に支持されるほど

高まり，そこからアラビアにいたるまで，さらに東方全土にわたって

彼の人徳についての評判が受け入れられ，死に瀕して自分の息子のウ

リトを自分の資産と高い評価の後継者として遺すにあたったとき，ア

ラビア人みながこぞって，707年に亡くなったアブディメラクの代わり

に，息子を大司祭にしてカリフに選出することが起こったほどだった。

このような具合にマラウニカの血族は，そのあとも君臨した。つまり

そう信じられているようにエブベゼルの娘であったアイサのうちに産

まれた，マホメットの娘であるゼイネブの子孫のことである。

　ウリトは，ほとんど大西洋岸からインダス河までを治め，彼の先祖

であったあらゆる君主の中でもっとも強力であった。彼はアフリカの

政権を，提督の位階と凡そ至高に近い権勢とともに，ムサに託した。

かかる至高の権勢は，ゴート族が掌中にしているケプタ，現在ではケ

ウテと呼ばれている都市が存する海峡周辺のごくわずかな大きさの土

地をのぞいて，ことごとく彼の帝国に従属していた。その他のすべて

の土地は彼の前任者であるカリフたちがすでに征服していた。そして

注目すべきことは，アラビア人がアフリカに入植したとき，同様に，

マホメットの戒律と彼らの言葉と，その風習を持ち込んだので，キリ

スト教徒の多数であった員数が消滅しさえしなかったが，たいへん減

少した。そして非常に多くの素晴らしい教会が無に帰した。アフリカ
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の言語も，共通アラビア語が受け入れられた代わりに，大抵の場合，

なくなってしまった。とはいうもののまだこの時代でもアフリカ語を

保存している民族もいる。ちょうどビスカヤ族が古来のスペイン語を

使っているという，あるひとびとの考えと同様にである。彼らは大西

洋岸の近辺，アグエル岬の周辺の，スス王国の山岳地帯に住んでいて，

自分たちの言葉をタマゼル語と呼んでいる。この言葉はビスカヤ語が

カスティリア語と違うように，アラビア語と異なっている。そしてこ

の地域の位が高いムーア人が，改宗出来るように，学校や講義でアラ

ビア語を学ばねばならないのである。そうした時期を経て，少なから

ぬ一族がキリスト教や聖書，まったく純粋ではないにしても，何らか

の秘蹟の形式をそこで覚えるのは，同様に明らかなのだ。なぜなら「聖

なる」と称されるフェルディナント ₃世がカスティリアでの治世，そ

してファン ₁世の治世以降，モロッコのまさにその都市において，サ

ラセン人がアフリカを占拠して以来680年以上，いまだにキリスト教徒

の名称と信仰を保持しているファルファネスという名の，いくつかの

一族（そのうちのある人々はスペインのエナレス地方のアルカラの町にやって

きた）が出会ったからである。さらにわたしたちの時代，カール ₅ 世

がハラディン・バルバルサからチュニスの都市が奪取されたあとで，

この都市にかなりの数のキリスト教徒の住民が，神の摂理の大いなる

驚嘆であるが，800年以上もの歳月，父から息子へと，相伝されて来た

かのように，わたしたちの信仰箇条を守っていることが発見された。

この人々はチュニスの周壁外，南門の地区街に住んでいて，戦争にさ

いして勇猛果敢であるとして自分たちの国王の覚えもめでたい者たち

であった。彼らはムーア人から独立した寺院を有しており，ムーア人

たちは彼らをラバティンと呼び，彼らをもって国王たちの衛兵が構成

されていた。これらのラバティンたちは，そののち，ローマ教で教育
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されるべく，皇帝の命によりナポリに転居した。

　ところでウリトがアラビア人みなに君臨し，ムサがアフリカを統治

しているころ，わたしたちが言及したように，ゴート族の王国に抗す

る，スペインへのムーア人たちの避難路が造られた。ゴート族の王国

のために悲痛な壊滅が続いたからである。すでにキリスト教世界が受

け取っていた，かくも多くの恩寵に対してあまりにも叛逆的で，あま

りにもそれを軽んじていたこの民族は，確実にキリスト教世界にとっ

て運命的なものであった。なぜならこの時代において，野心や暴政が

神やひとの権利を踏みにじり，教会世界においても俗世界においても

あらゆる秩序や正しい規範が穢されていたからである。当時ひとびと

は，すべての責任を放棄して聖職者たちに自分たちの勤めの主要な義

務を課している君主たちの無為のために，横柄になった聖職者たちの

あいだの優位について議論を交わしていた。自分たちはといえば，し

かしながら，聖職者たちへの寺院とか修道院，黙想所を建設し，彼ら

に巨額の収入を与え，己れの方では善き教えを受けず，迷信と人の造

った伝承に浸かり，神への奉仕といえば偶像を掲げ祭壇を立て，逝去

した成人の遺骨とか，その他の同様のものを捜し求めることなど，真

の敬神にまず役立たないことしかすることを知らず，こうしたことを

するための苦労が己れの罪障の支払いとして受けとられるに価し，罪

障の支払いの代わりに価すると考えている民衆から奪った獲物を，聖

職者と分かち合うことで，自分たちの行き過ぎすべての赦免を得られ

るという噂をもとに，その度を越した悦楽と欲望に耽っていたのであ

る。要するに，かかるところが当時世界に蔓延していた混乱であり（そ

うした混乱は，けれども，それ以降も改善されていない），正しくも神がお

怒りになり，この猛り狂ったアラビアの民族の鐙を外され，かくも大

いなる烈しさをともなってこの民族がキリスト教君主たちに襲い掛か
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り，100年も経たないうちに，ローマ帝国，ペルシア帝国，その他の国

家において，あらゆる権力であったもの，学識であったもの，そして

富であったものを転覆させたのである。それはゴート族，フン族，ロ

ンバルト族，スキュタイ民族の通路などではまったくなかった。そう

した民族はあるいは急流のごとく流れ去ってゆくか，あるいはわたし

たちのあいだに留まるなら，人間性や敬神，正義に与していった。し

かしこれは続いてくる，そして常に増大しながら続き続ける残虐で頑

なな災いだったのである。なぜなら今
こん

日
にち

のトルコ帝国とは，そこから

トルコ人が生じてきた，フン族とまじりあったアラビア人の残りもの

以外の何ものでもないからだ。ハウマル，カリフ，あるいはサラセン

人の国王に敗れたペルシアの最後の国王，オリスマダの時代に，カス

ピ海海峡から最初に出てきた，かのトルコ民族の中で，名だたる一族

は殆んどいない。そしてこのトルコ帝国がそれ以降，残りの者たちに

勝利を収めた。にもかかわらず，このトルコ帝国は彼らとそれから先，

円満な関係を築き，その結果トルコ人とサラセン人はもうひとつの民

族でしか映じないようになったのである。ところでわたしたちの歴史

により大きな光が当たるように，アラビア人たちのこの制御しがたい

軍事力の起源と誕生をこのように探究し，その進歩と政体を，タリフ，

もしくはタリト =アベン =ザルカの指揮下，彼らがスペインに侵入す

るにいたるまでを物語るのが適切であろうとわたしたちには思えた。

タリト =アベン =ザルカは先の巻でわたしたちが語ったロデリック王

に対して行軍した人物である。その戦争でこの国王は，この国のほと

んどすべての華麗なる貴族とともに歿した。それは西暦714年 ₇ 月，も

しくは別の者によれば ₉月のことであった。

　したがってわたしたちの歴史を辿り直すとすると，アラビア人もし

くはムーア人（ここから先，違いをつけずに彼らを名づけることにしよう）
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は城砦をもたない王国におけるこの大勝利を得たのち，そのあとでこ

の地方を意のままに掠奪し荒廃させるのは彼らにとっていとも容易な

ことであった。それというのもそれを妨げる軍隊が存在しなかったか

らである。彼らは自分たちの軍勢をいくつかの部隊に分割し，そして

同時になんらかの防御の備えがあると思われるあらゆる地点を一斉に

攻撃した。彼らの軍勢のひとつはマラガに向かって進軍し，それを占

拠し，もう一つの部隊はマゲイタルドという名の背教したキリスト教

徒に導かれて，コルドヴァに向かった。タリフはまた別の部隊ととも

に，当時はメンティサと呼ばれていたヤクムを占領した。ヤクムは最

後の最後になるまで抵抗した。したがってタリフは勝利を収めると，

街を根こそぎ破壊した。それからトレド，グアダァイアラを占領した。

そしてムグヌザ，もしくはゴート族のヌマティウスの手引きで先に進

み，アストゥリアスス地方に到達し，ギギオンとアストルガを占拠し

た。セルダーニュ地方に関する伯爵ムニョックに案内されてカタロニ

アの方角に戻り，この地域を掌中に収め，その結果，その地の総督と

して伯爵をのこした。また別の部隊は現在ムルキアとグラナダがある

土地を征服したが，何の抵抗もなかったというわけではなかった。な

ぜならホリベラ近郊で，苛烈な野戦が交わされたからで，今でもまだ

血腥いという名前が付けられている。とはいえサラセン人が勝利者と

なった。バランティアは，その市民たちが野戦で敗れたので，キリス

ト教徒たちのために寺院を一つ残すという条件で，降伏した。この寺

院は現在の聖バルトロメウス教会で，当時は聖バジリウスの学寮であ

った。富の中でもとりわけ言及されるのが，彼らが運んできたエメラ

ルド製のテーブルで，これはメディナ =タルメイドと呼ばれていた場

所，シグエンザもしくはメディネ =ゼリンと呼ばれている場所にある。

これは実のところ，エメラルドにそっくりなインドの碧玉の一種で，
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東方ではかなり出回っており，ジェノヴァの有名なかの人形もまたそ

うであるといわれている。獲物に対する貪欲さは兵卒が欠乏すること

がないようにした。なぜならアフリカ全土がそこに馳せ参じたからで

ある。トレドの都市の陥落は715年，「花盛りの」と呼ばれている，復

活祭のある一日のことであった。ユダヤ人たちの裏切りによるもので，

キリスト教徒たちが城外地の，聖レオカデス寺院に説教を聞きにいっ

ているあいだのことであった。

　ところでアフリカの総督ムサはタリフの運のよい成功に嫉妬し，自

ら個人的にスペインに来て，分け前の最良の部分に与ろうと欲した。

共通顧問会議によって，お互いに不倶戴天の間柄であったにもかかわ

らず，彼らは戦争にとりかかり，サラゴッサやその他の都市を奪取し

た。神の代わりに崇められ，かくも奉じられている諸聖人の聖遺物も

スペイン人からいささかも保護するものではなく，聖遺物そのものも

守られることはなかった。なぜなら十二分に信用できるところでは，

これらの野蛮人は聖遺物が保護され保存されている筐や装飾物，金銀

の聖櫃を我が物としたあとで，それらに敬意を払うどころではなかっ

たからである。しかしながら，もし修道士たちやその他の信奉者たち

の話を真に受けるならば，聖遺物はほとんど失われず，それどころか

大部分は，聖職者やその他の献身的なひとびとの配慮や見事な注意深

さによって守られ，彼らはあるものはフランスに，あるものはドイツ

に，またあるものはイングランドやその他の土地に運び出し，それら

の土地ではわたしたちの父親の代になってもまだ崇拝されていた，と

いうのである。著述家のあいだでもある者はムーア人がスペインの征

服のために ₈か月間留まり，別の者は14か月，さらにある者は ₂年間

要したといっている。もっとも信頼できそうな説は ₅年である。なぜ

ならかくも多くのキリスト教徒がいて，かくも多くの要地や，少なく
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とも地勢的な，そして自然の要塞があるかくも大きな国家が，それほ

ど短期間に，戦闘もなく，外教徒の手の中，勢力のもとに落ちてしま

うことなど殆んど信じ難いからだ。なぜならさまざまな合戦，襲撃，

都市や城砦の突撃による占拠などで70万人のキリスト教徒が死んだ，

と確言されているからである。中でもタラコナは勇猛に辛抱し防衛し，

その勇気をつうじてそこが本当にローマ人の古代の植民都市であった

ことを証明した。最後には神がその罪ゆえに，そしてその他の，神の

栄光の神聖冒涜者たちに戒告されるために，この民族を罰するようご

指示なさったとおり，膝を屈し，降伏せざるをえなかった。

　スペインのあらゆる地方，都市，要地，城砦は，アストゥリアス，

ビスカヤ，ナバラのわずかな山岳地帯をのぞいて，ムーア人に隷従し，

貢租を支払うようになった。ムーア人は当初はひとびとに自分たちの

宗教を強いることなど大して気に留めず，それどころか彼らが己れの

宗教に従事することを許していた。そして大都市においてはひとびと

が国から離散しないように，高い租税と引き換えに，大きな特権を認

めていた。高い租税こそ彼らがもっとも求めていたものなのである。

中でもトレドの都市は宗教の勤めのため ₇ つの寺院を有するという，

こうした厚意を得ていた。すなわち聖女ユスタ寺院，聖ルカ寺院，聖

トルカトゥス寺院，聖マルコ寺院，聖女ユラニー寺院，聖セバスティ

アヌス寺院，そして聖女マリア寺院である。加えて裁判は，ゴート族

の国王の戒律とその他の特典に基づいて，自分たちの宗教と自分たち

の国民性を同じくする判事により履行されるということを赦されてい

た。こうした手段を通じて，ムーア人は無数のキリスト教徒の家族を

引き留め，そうした家族は彼らのもとに暮らし，数を増やしていった

のである。さもなければスペインは荒野となっていたことだろう。な

ぜならアラビア人はそうしたひとびとの人口を増加させえなかったで
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あろうからである。キリスト教徒でありながらアラビア人のあいだに

留まっているひとびとは総督のムサの名前をとって（大いにありそうな

ことだが）ムサラブと呼ばれていた。ムサはこうした支配形態によって

有名になろうと欲していたのである。これらのキリスト教徒ムサラブ

たちはゴート族の国王の時代の，そしてセビリヤ司教イシドルスやレ

アンドロスの教育に基づき，この書物でのちに述べられるように，「グ

レゴリウスの」，または「ローマ風の」と呼ばれる勤行がその地に導入

されるまで続けて，その頃，神に奉仕するためにスペイン全土で慣行

であったのと同様な，昔ながらの方法で自分たちの神聖な勤行を果た

していた。このムサラブたちのお勤めはこの当時から，トレドの大教

会や，同じ都市のその他の場所において，神の身体を共にする者の礼

拝堂で古代性の徴として維持されている。

　ところでスペインに渡ったムーア人やその他のアフリカ人がみな，

マホメット教徒とはいえなかったことを確実であると主張しうるであ

ろう。それどころか彼らの少なからぬ部分が，キリスト教徒であった

のである。なぜならスペインへのかかる進出に遡ること歳月にしてわ

ずか，アラビア人の軍門に下ったアフリカ人たちは，キリスト教の内

に誕生し養育されたので，キリスト教君主のもとですぐさまキリスト

教に宗教を変えてしまった。しかし改めてマホメット教の君主に仕え

るようになると，少なからぬ者が自分たちがキリスト教徒であるにも

かかわらず，宗教のことはいささかも苦にせずに，どこに赴くことが

問われようといたるところで，マホメット教君主の軍勢に従軍してお

り，慣習的に大多数の兵士がそうおこなっているように，獲物以外の

目標は狙っていなかったのである。アラビア人たちの国王たちとカリ

フたちは新しく征服した民族に宗教を変えることを強要することなど

気にかけず，それどころか国から民衆が離散しないよう，また自分た



― 61 ―

 近世初期におけるもっとも古いスペイン通史について（その 2 ）

ちの勝利の果実や利益を減らさないよう，その地でかなり自由に暮ら

すがままに任せていた。アフリカがキリスト教の家族を保護している

ことは，わたしたちがすでに言及したように，経験によって確かめら

れた。同じことがスペインでもおこなわれてきたのであり，スペイン

はムーア人の支配下にあったというものの，この国の出身者であろう

と，ムーア人の国王の党派を信奉してアフリカからこの地に移住して

きた者であろうと，キリスト教徒の大多数を引き留めている。このこ

とはペラーヨの跡を追ってスペイン各地の国王がマホメット教の支配

下にあるスペイン全土を再
レコンキスタ

征服しようとし始めたとき，レオンとカス

ティリアの国王たちの侵出を，実現するのにより容易にしたのである。

　以上が「第六巻」の一部を占めるマホメット教の誕生と勃興，世界情勢

におけるその影響，その支配下に置けるスペインの状態の素描である。否，

素描と呼ぶにしてもあまりにも杜撰な内容であるとお咎めをいただくであ

ろうが，ともあれスペインの歴史を古代世界から中世世界の群雄割拠へと

橋渡しする，この時代の，フランス改革派牧師の手によるものとしては精

いっぱいと思われる文章である。先を端折ることになるが，『スペイン総

史』ではこののち，アストゥリアス初代国王で歴史的に見て初めてのスペ

イン解放者（もちろん「解放者」という名称はキリスト教徒から見てのものだが）

ペラーヨに筆を割くことから始まる。しかし再征服が成就したとき，スペ

イン内部はまとまった一つの王国を形成するどころか，各地方勢力が互い

に干戈を交えて止まない，大いなる内乱で満たされることになる。このと

き，いやペラーヨを描き出すところから，『スペイン総史』を書き留めるチ

ュルケの筆は，通常人々が通念として念頭に置いているような「通史」の

道行きとは異なる記述方法を採用することになる。異なる記述様式とは何

か。それは近代の通史が採用するような，遠過去から近過去。さらには同
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時代にいたる半直線的な筆致ではなく，同時代の各地方誌をひとまわり描

き，それを終えたあとで年代を進め，また各地方誌を描くといった，いわ

ば螺旋的な歴史的展開を骨子とするものである。これは封建時代のスペイ

ン史を執筆するときいっそう顕著になるが，ここではとりあえずオビエド

王国の数代にわたる国王史を描く中で突如照明を当てられるナバラ国王史

を紹介しよう。

 （この節終わり）


